明見湖と泉津湖

明見湖

北斎（1760–1849）という画家の『富嶽百景』において、明見湖は茅葺きの家々に囲まれ遠くにかろうじて富士山が見える静かな湖として描かれています。東から鳥居地峠を越えてやってくる人々にとってこの地域は吉田への玄関口でした。別の経路を取り、甲州街道から大月で分岐し、桂川に沿って南西に続く富士街道をたどった巡礼者たちもまた、この湖にたどり着きました。明見湖は、地元では蓮見池とも呼ばれていました。
	明見湖畔の集落では4世帯が富士山で山小屋を営み、登山者に宿泊する場所を提供していました。山小屋のうち、2軒は中腹にあり、もう2軒は山頂にありました。

泉津湖

泉瑞とも呼ばれる泉津湖は、後になってから内八海に数えられるようになりました。泉津湖は、江戸（現在の東京）からの巡礼者にとって訪れるのに不便な富士山の南側にあった須津湖の代わりとなりました。
泉津湖は、吉田口登山道の起点である北本宮富士浅間神社からおよそ3キロメートルのところにあります。そのため、多くの巡礼者は富士山に向かう途中に水行という清めの儀式を行いました。
かつて湖を満たしていた富士山の湧水を除き、現在泉津湖には何も残っていません。この湧水は今でも暗渠を通じて北本宮富士浅間神社まで引かれており、神社の手水鉢を満たしています。

